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宮崎市定著『科挙　中国の試験地獄』の漢字

池田証寿（北海道大学）1998年12月22日

1 宮崎市定著『科挙　中国の試験地獄』について

この書は、中公新書15として1963年 5月25日に初版が発行された。（池田の手元にあるのは、

1977年 7月 30日30刷。別紙の画像コピーはこれによる。）その後も版を重ね、1984年 2月 10日

には中公文庫として刊行されている。（池田の手元にあるのは、1998年 2月 20日8刷。）

その内容は中国の官吏登用試験として隋の時代から清の時代に到るまで行われた「科挙」につ

いて述べた書物であり、名著として世に知られるものである。

著者の宮崎市定は、元京都大学名誉教授、専攻は中国の社会、経済、制度史である。

「科挙」という中国の制度を達意の文章で分かりやすく一般向けに解説した書であり、版を重

ねていることからも、中国の社会や制度史の入門テキストとみなすことに異論はないであろう。

2 宮崎市定著『科挙　中国の試験地獄』のJIS外漢字

倉卒の調査であるので、遺漏なしとはし難いが、若干のJIS外字を見出したので報告する。こ

れらは今回の漢字拡張の追加候補としての条件を満たしていると判断できるものである。

2.1 公開レビュー資料に見えない漢字

まず、現在公開中の新JIS漢字（第3・第 4水準）レビュー資料に見えないものを掲げる。

(1) 　諸橋大漢和番号 144、新字源なし、漢語林なし、UCS4E22、音チュウ、用例「〈▲

（ちゆう）紙（し）〉　答案紙、または草稿紙を地面におとすことはそもそも不謹慎な行為であ

る上に、常に換巻の機会をつくることが多い。」、新書38ページ・文庫 51ページ、別紙資料Ａ、

ik8001.bmp（別途送付の画像ファイル名）。

(2) 　諸橋大漢和番号 12991、新字源なし、漢語林 2865、UCS6519、音ザン、用例「〈▲

（ざん）越（えつ）〉　他人の空席を見つけて割りこむこと。」、新書 39ページ・文庫 51ページ、別

紙資料Ｂ、ik8003.bmp ページ、別紙資料Ｂ、ik8003.bmp

(3) 　諸橋大漢和番号なし、新字源2231、漢語林2031a、UCS5EEA、音リン、用例「こ

れを受ける生員を▲（りん）生（せい）と称した。」、新書 47ページ・文庫 60ページ、別紙資料

Ｄ、ik8005.bmp

(4) 　諸橋大漢和番号なし、新字源なし、漢語林 637、UCS5284、音サツ、用例「今日ま

で空前の名著と称せられる『廿二史▲（さつ）記（き）』その他の著書を数多く著して」、新書 135

ページ・文庫 153ページ、別紙資料Ｇ、ik8008.bmp

(5) 　諸橋大漢和番号 12241、新字源2984、漢語林2721、UCS6387、音テツ、用例「技勇

は開弓、舞弓、▲（てつ）石（せき）の三学科にわかれる。」、新書 169ページ・文庫 188ページ、

別紙資料Ｊ、ik8011.bmp
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(6) 　諸橋大漢和番号5051、新字源なし、漢語林なし、UCS579E、音ダ、用例「朱（し

ゆ）彝（い）尊（そん）、というよりはむしろ雅号の竹（ちく）▲（だ）で通っている人であろ

う。」、新書177ページ・文庫 196ページ、別紙資料Ｋ、ik8012.bmp

2.2 説明

以上の例は、一般向けの文庫・新書に見えるが、今回の追加候補に挙げられていないものである。

特に、(4)「 」は、『日本国語大辞典』（小学館）の掲出語として見えているし（別紙資料Ｍ）、

大塩平八郎の著書『洗心洞 記』に用いられる漢字であり、『国書総目録』第五巻（岩波書店、

1967年第 1刷。今、1990年補訂版第 1刷による。）でもこの表記がなされている。

小型・中型の国語辞典を見ても、山田忠雄主幹『新明解国語辞典第四版』（三省堂、1997年3月

31日第 30刷発行）、松村明編『大辞林　第二版』（三省堂、1995年11月 3日第 2版発行）、山田俊

雄他編『新潮国語辞典　現代語・古語』（新潮社、1984年2月20日新装改訂第2刷発行）に使用例

がある。

新村出編『広辞苑　第五版』（岩波書店、1998年 11月 11日第5版第1刷発行）には、「さっき

【箚記】読書して得た所を随時に書き記した書。とうき。「洗心洞―」（大塩平八郎の著書）」と説

明する。（1991年11月 15日発行の第4版第一刷も同じく「箚記」と表記。）

『洗心洞箚記』と表記する例は、ネットワークで検索しうるが、しかしこの (4)をも包摂するの

は無理があろう。

また、参考までに記せば、「 」は諸橋大漢和の掲出漢字ではないが、「箚記」の説明文中に見

えている。（別紙資料Ｎ）

「 」が広く使われているにも関わらず、補助漢字に採録されず、また、今回の調査からも拾

えなかったことは、ひとえに諸橋大漢和の掲出字でなかったからである。（内容的には大漢和の補

遺に掲げてしかるべき例である。）

この (4)の漢字は追加候補とする条件を十分満たしていると判断されるので、追加を特に要望

する。

(6)「 」は、人名の例であるが、諸橋大漢和の別の箇所では、異なる字体に作っており、字体

の安定性に欠けるとの批判はあろう。（別紙資料Ｏ及びＰ参照。これは縮写版によったが、修訂版

でも同様であることを確認した。）

(1)(2)(3)(5)はまだ他の資料の用例を見出していない。

2.3 公開レビュー資料に見える漢字

現在公開中の新JIS漢字（第3・第 4水準）レビュー資料に見えるものを参考として掲げる。

2.3.1 NJ-ksbyb.pdf（要調査分）に見える例

(7) 　諸橋大漢和番号 31453、新字源なし、漢語林なし、UCS8470、音スイ、用例「同考

官ばかりでなく正考官たる柏（はく）▲（すい）までが不正に連なっていることがわかっていた

ので」、新書100ページ・文庫 115ページ、別紙資料Ｆ、ik8007.bmp、（140-9-3R）。
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2.3.2 NJ-klstb.pdfに見える例

(8) 　諸橋大漢和番号 23167、新字源 5282、漢語林 5282、UCS76FC、音ハン、用例「〈顧

（こ）▲（はん）〉　四方八方を見まわして…」、新書39ページ・文庫51ページ、別紙資料Ｂ、

ik8002.bmp、（109-4-2）。

(9) 　諸橋大漢和番号 572、新字源206、漢語林206、UCS4F7E、音イツ、用例「これを▲

（いつ）生（せい）、俗に半個秀才、すなわち見習い生徒という。」、新書 41ページ・文庫 54ペー

ジ、別紙資料Ｃ、ik8004.bmp、（9-6-7）。

(10) 　諸橋大漢和番号 24147、新字源 5428、漢語林 5155、UCS7843、音シュ、用例「こ

うして朱字で写しとられた▲（しゆ）巻（かん）は、次にもとの原本である墨巻と一しょに校正

係へまわされる。」、新書 83ページ・文庫98ページ、別紙資料Ｅ、ik8006.bmp、（112-6-2）。

(11) 　諸橋大漢和番号 17207、新字源4104、漢語林4104、UCS6C94、音ベン、用例「王

（おう）▲（べん）なる大臣があり」、新書 135ページ・文庫 153ページ（ただし「 」に作る。）、

別紙資料Ｈ、ik8009.bmp、（85-4-8）。

(12) 　諸橋大漢和番号35458、新字源7621、漢語林 7169、UCS8A79、音セン、用例「ま

た、▲（せん）義（ぎ）という人が進士及第試験ののちに」、新書150ページ・文庫168ページ、

別紙資料Ｉ、ik8010.bmp、（149-6-3）。

(13) 　諸橋大漢和番号 9844、新字源 2295、漢語林2094、UCS5F40、音コウ、用例「我ガ

▲中ニ」、新書184ページ・文庫 204ページ、別紙資料Ｌ、ik8013.bmp、（57-10-1）。（これは漢詩

の例で、読みも記されていないが、参考のために挙げた。）

この他、NJ-klstb.pdfの 163-3-1の例を147ページに見出したが、上の例と同様に、既に採用候

補であるので、用例、字書番号等は省略する。
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　　　　　Ｃ　　　　　　　　　　　　　Ｂ　　　　 　　　　　　　　Ａ

Ｇ　 　　　　　　　　　　　　Ｆ　　　　　　　　Ｅ　　　　　　　　　Ｄ
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　  　　　　　Ｋ　　　　　　　　　　　Ｊ　　　　　　　Ｉ　　　　　　　　   Ｈ　

　　　　　　　　Ｎ　　　　　　　　　　Ｍ　　　　　　　　　　　　　Ｌ

（文庫）
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Ｐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｏ
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